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江⼾時代の⼦供たちはこのような難⽂字を読みこなしていた 
 
読み・書き・算盤とは⾔うが、よくぞ難しい⽂字を読みこなしていたものと感⼼する。記事
は今⽇の神⼾新聞からであるが、このくずし字は素養がなくては読みこなせない。江⼾時代
における寺⼦屋教育はレベルが⾼かったものと改めて感⼼する。そして、⽂字系を⾒て⾳に
結び付けるパターン認識⼒は、幼い時の教育がいかに重要であるかを再認識する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



各種漢字からのくずし字が⽤
いられているが、下のくずし字
⼀覧表にあるように、ひとつの
⾳を表すのに、数種の漢字がそ
の源となっている例が多い。ま
た、⼀つの漢字からでも複数の
くずし字が存在する。実に多く
の発⾳表記を昔の⼈は⾃在に
使いこなしていたわけである。 
 
くずし字⼀覧表に基づき、ルビ
を打ってみた。５⽂字⽬の「て」
の元漢字は、「⽒」ではなくて
「天」である。また、写本時に
写し忘れがあったためか、２列
⽬の「け（計）」が後から加えら
れているのは愛嬌である。 
 
 
 
Wikipedia より 
藤原 ⾏成（ふじわら の ゆきなり/こうぜい、９７２−１０２８）は、平安時代中期の公卿。
藤原北家、右少将・藤原義孝の⻑男。官位は正⼆位・権⼤納⾔。⼀条朝四納⾔（「寛弘の四
納⾔」）の⼀。世尊寺家の祖。 
当代の能書家として三蹟の⼀⼈に数えられ、その書は後世「権蹟」（ごんせき）と称された。
書道世尊寺流の祖。 
 
真跡 
⽩⽒詩巻 - （国宝）東京国⽴博物館蔵 
本能寺切 - （国宝）本能寺蔵 
後嵯峨院本⽩⽒詩巻 - （国宝）正⽊美術館蔵 
敦康親王関係⽂書 - 三の丸尚蔵館蔵 
書状 - （重要⽂化財）東京国⽴博物館蔵（2016 年度購⼊） 
など。いずれも、漢字体で、仮名は残っていないとされる。 
 
 



くずし字⼀覧表  
古⽂書⼊⾨ くずし字で「おくのほそ道」を楽しむ 中野三敏 ２０１１年より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現代は⼀つの⾳に⼀つの仮名が対応している。また、仮名の書き⽅も統⼀され、しかも⼀
字々々がつながることなく独⽴している。時代が仮名を磨き上げ、そして単純化した成果で
ある。 
 
最近はさらに⽂字を読みやすくしようとする試みがなされている。UD フォントである。
UD はユニバーサルデザインのこと。 
 

 
 
 
NEC のホームページより 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


